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東京湾と相模湾における中・深層性魚類仔稚魚の分布パターンを明らかにすることを
目的とし，ORI ネットによる水深 20-30 m の採集を 2005 年の 4，6，10，12 月に東京
湾湾央，東京湾外湾，東京湾湾口，相模湾沿岸，相模湾沖合で行った．本研究では，成
魚が水深 200 m 以深に生息する遊泳性の魚類を中・深層性魚類とした．その結果，6 目
8 科（ソコイワシ科，ヨコエソ科，ムネエソ科，ギンハダカ科，ハダカエソ科，ハダカ
イワシ科，サイウオ科，クロタチカマス科）60 種 620 個体（28.6 ind./1,000 ㎥）の仔
稚魚が採集された．最も多く採集されたのはハダカイワシ属  spp.の 10.9 ind./1,000 ㎥
で全体の 38%を占め，次いでオニハダカ属 sp.1（10%），ナガハダカ（7%），イワハダ
カ（6%），トミハダカ属 sp.2（5%）であった．出現は季節により偏りがみられ，種数
は 10，12 月に多く，個体数は 10 月に多かった．また，東京湾湾央で仔稚魚の出現種
数が少なく，その他の地点では比較的一様であった． 
月間・海域間の群集組成の類似性をみるためクラスター解析を行った．その結果，各
月・海域は類似度 0.35 で①A グループ：6 月の東京湾湾口，相模湾沿岸，相模湾沖合，
10 月の東京湾湾央，東京湾外湾，東京湾湾口，12 月の相模湾沿岸，相模湾沖合，②B
グループ：4 月の東京湾外湾，12 月の東京湾湾央，東京湾外湾，③C グループ：10 月
の相模湾沿岸，相模湾沖合の 3 つのクラスターと，どのクラスターにも含まれない 2 つ
の月・海域（4 月の東京湾湾口と 6 月の東京湾外湾）に区分された．クラスターを形成
した 3 つのグループにおける主な出現種の出現様式を考察した結果，A グループは，通
年で出現し個体数も多かったハダカイワシ属  spp.やトミハダカ属  sp.2 が主な構成種
で，東京湾と相模湾における普遍的な群集であると考えられた．B グループは，4 月と
12 月に親潮潜流により東京湾に輸送されたと考えられる種（ナガハダカ，ヨコエソ）
によって形成されていた．C グループは 10 月に相模湾内で産卵したと考えられる種（オ
ニハダカ属 sp.1，イワハダカ，バラムツ）によって形成されていた．以上の結果から，
両湾内の群集構造は季節的に親潮潜流によって東京湾に輸送される種と相模湾内で産
卵する種を中心に組み立てられることが示唆された．  
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1. 緒言 
 
一般的に，成魚が水深 200 m以深に生息する遊泳性の魚類を総称して中・深層性魚類と呼ぶ．
ソコイワシ科，ヨコエソ科，ムネエソ科，ハダカイワシ科などがこの仲間に含まれ，世界中の
外洋域での成魚の出現が報告されている（Gjøsæter and Kawaguchi 1980）．これらの仲間は
世界の外洋に適応分化しており，その生物量も莫大で海洋の食物網の重要な位置を占めている
ことなどから，その生態学的な重要性は古くから指摘されてきた（Gjøsæter and Kawaguchi 
1980）．これらの仲間に関しては，分布パターン（Hidaka et al. 2003, Cornejo and 
Koppelmann 2006）だけでなく特定の種の食性（Watanabe and Kawaguchi 2003）や産卵
（Moku et al. 2003），成長（Takagi et al. 2006）など様々な研究が行われている． 
また，その仔稚魚に関しても世界中の外洋域で出現が報告され（Oliver 1990, John et al. 
2001），分布パターンの研究（Sassa et al. 2002, Sassa et al. 2004a,b,c）も多く行われており，
多くの中・深層性魚類は成長に伴い分布水深が大きく変化することが報告されている．仔魚期
には，大部分の種（主にハダカイワシ科魚類仔魚）は水深 100 m以浅の表層に鉛直分布の中心
があることが知られており（Loeb 1979, Sassa et al. 2002），浅海域での出現も報告されてい
る（Olivar and Sabatés 1997, Cuttitta et al. 2004）．変態期に入ると，劇的な形態変化（Moser 
1981）とともに急激に生息水深を深め，表層から中・深層へ移動し，稚魚期には中・深層で生
活することが報告されている（Sassa et al. 2007a）．また，稚魚期に入ると中・深層から表層
への日周鉛直移動を行う種もいることが知られている（Sassa et al. 2007a）．その他，仔稚魚
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に関しても形態（Sassa et al. 2003），食性（Sassa and Kawaguchi 2005），成長（Moku et al. 
2005）など様々な研究が行われている． 
本研究の対象海域である東京湾と相模湾は本州の中部太平洋岸に位置し，互いに隣接してお
り，浦賀水道を通してつながっている．東京湾（本研究では，房総半島洲崎と三浦半島剣崎を
結ぶ線の北側とする）は南北方向に長い湾で，ほぼ中間に位置する観音崎と富津崎の間は極端
に狭くなり，その北側は閉鎖的な内湾を形成している．一方で相模湾（本研究では，伊豆半島
先端の石廊崎－伊豆大島－房総半島南端野島崎で囲まれる水域とする）は，南側は太平洋に広
く面し，沖合には黒潮が流れ込む開放的な湾である（日本海洋学会沿岸海洋研究部会（編） 
1985）． 
東京湾と相模湾における中・深層性魚類の研究としては，相模湾においてヨコエソ科やソコ
イワシ科魚類の生態学的研究を行ったものがある（Kawaguchi and Marumo 1967, 
Kawaguchi 1973, Miya 1994,1995, Miya and Nemoto 1986a,b, 1987a,b, 1991）．また分布パ
ターンの研究としては，中・深層性魚類仔稚魚の出現パターンを相模湾の沖合域で調査したも
の（Sassa and Kawaguchi 2006）があるほか，東京湾と相模湾で行われた様々な仔稚魚相の
調査で，多くの中・深層性魚類の仔稚魚の出現が報告されている．東京湾では長岩（2004 年
修士論文）や長岩（2007 年博士論文）などにより，中・深層性魚類の仔稚魚は東京湾湾奥部
には出現せず，主に湾央部から湾口部にかけて出現することが報告されている．相模湾では飯
野ら（2006），飯野（2006年修士論文），村田（2007年修士論文）などにより，相模湾沿岸域
から沖合域にかけて湾全域に出現することが報告されている． 
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しかしこれらの研究は，仔稚魚を採集した年や月がばらばらであり，東京湾と相模湾の両湾
における分布パターンや両湾での違いなどについては明らかでない．また，各種の出現様式に
ついても知見が乏しく，調査が必要である． 
そこで本研究では，東京湾と相模湾において，同時期に，周年的に中・深層性魚類の仔稚魚
を採集し，両湾内での水平分布パターンとその季節変化を明らかにすることを目的とした．
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2. 材料と方法 
 
2-1. 採集方法 
 東京海洋大学練習船青鷹丸によって毎月行われている東京湾と相模湾観測のうち，2005年 4
月 11～15日，6月 16～21日，10月 1～5日，12月 13日～19日を対象期間とした． 
調査を行った東京湾と相模湾内の 8地点（Fig. 1）の緯度・経度，水深は以下の通りである． 
地点 1：35°15’N，139°48’E，30～41 m 
地点 2：35°11’N，139°44’E，266～341 m 
地点 3：35°05’N，139°45’E，583～663 m 
地点 4：35°02’N，139°39’E，826～903 m 
地点 5：35°00’N，139°30’E，68～105 m 
地点 6：35°17’N，139°22’E，98～420 m 
地点 7：35°00’N，139°20’E，1,457～1,506 m 
地点 8：35°00’N，139°30’E，1,326～1,327 m 
これらの 8地点において日中に仔稚魚の採集を行った．ただし，4月の地点 3，地点 8と 6月
の地点 3では採集を行うことができなかった（Table 1）．なお本研究では，各地点の水深と地
理的位置によって，便宜的に地点 1 を東京湾湾央，2 と 3 を東京湾外湾，4 を東京湾湾口，5
と 6を相模湾沿岸，7と 8を相模湾沖合と定義した（Fig. 2）． 
 各地点での仔稚魚の採集は，水深 20～30 mで行い，船尾に設置した ORIネット（口径 1.6 
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m，目合い 0.33 mm）を用いて船速 2ノットで 10分間の水平曳きを行った．ネットの曳網水
深については，傾角とワイヤー長によって調節した．また，ネットの開閉装置は使用しなかっ
たので，投網および揚網はできる限り速やかに行い，これらの際に生じるコンタミネーション
が最小限になるように努めた．ネットの網口には濾水計を取り付け，濾水量を計測した（Table 
2）．また，メモリー式深度計（離合社製）を取り付け，調査後に曳網水深を確認した． 
 
2-2. 海洋環境 
 海洋環境（水温・塩分）は，採集と同時に行った CTD によるデータを用いた．ただし，4
月の地点 8と 10月の地点 5，地点 6では観測することができなかった（Table 1）．また，黒
潮流路や沿岸域の海況については，海上保安庁が公開している黒潮流軸画像や沿岸域海況図を
参考にした． 
 
2-3. 標本の処理・分類など 
 採集物は採集直後に 5%海水ホルマリンで固定し，中・深層性魚類の仔稚魚のみを選別し，
同定後 70%エチルアルコールで保存した．仔稚魚の同定は，沖山（編）（1988），Moser et al.
（1996）などに従い，可能な限り低位の分類群まで行った．和名，学名および分類体系は中坊
（編）（2000）に従った．なお本研究では，中・深層性魚類を成魚が水深 200 m以深に生息す
る遊泳性の魚類と定義した．  
 体長の測定には接眼ミクロメーターを用いた．発育段階は Kendall et al.（1984）に従い，
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上屈前期（preflexion），上屈期（flexion），上屈後期（postflexion），稚魚期（juvenile）の 4
段階とした．以後，それぞれ pre.，fle.，post.，juv.と呼ぶことにする． 
 仔稚魚の個体数は 1,000 ㎥あたりに換算した．複数地点をまとめて密度の算出ををする場合
は，これらの濾水量合計を求めてから 1,000 ㎥あたりの個体数を求めた． 
 
2-4. 解析方法 
 地点間の群集組成の類似性を見るため，クラスター解析を行った．密度が総個体数の 1%以
上であった種のみを解析に供した．デンドログラムは Bray-Curtisの類似度指数 PS₂を求めた
後，非加重群平均法を用いて作成した．類似度を求める際，群集内の下位種を軽視しないよう
にするため，密度を log₂（x+1）で対数変換した．底を 2 としたのは，値の変動範囲を圧縮し
すぎないようにするためである（小林 1995）． 
 また，出現種を Bekker et al.（1967），川口（1977），Miya et al.（1995），中坊（編）（2000）
を参考にして，成魚の主な分布域や主産卵場などから，動物地理学的に 4つのグループ（熱帯・
亜熱帯種，移行域種，広域種，陸棚種）に分類した．熱帯・亜熱帯種は西部北太平洋中央水塊
や黒潮水域，およびそれらの南方の熱帯海域に主な分布の中心をもち，亜寒帯水塊にはめった
に出現しない種である．移行域種は西部北太平洋中央水塊と亜寒帯水塊の間である親潮・黒潮
移行域に主な分布の中心をもつ種である．広域種は一つの水塊に制限されることなく複数の水
塊に出現し，日本近海に広く分布する種である．陸棚種は 40°N 以南の日本の太平洋岸の大陸
棚上，またはその周辺海域に分布の中心をもち，稀に黒潮に運搬され外洋に出現する以外は外
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洋には出現しない種である． 
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3. 結果 
 
3-1. 海洋環境 
 各月・各地点の水深 20～30 m の平均水温と平均塩分を示す（Table 3）．また，この値を用
いた各月ごとの T-Sダイアグラムを示す（Fig.3）． 
4 月：水温は地点 1 で最も低く（14.8℃），地点 4 で最も高かった（16.5℃）．塩分も地点 1
で最も低く（34.1），地点 4で最も高かった（34.7）．  
6 月：水温は地点 1 で最も低く（17.3℃），地点 5 で最も高かった（20.5℃）．塩分は地点 1
で最も低く（34.0），地点 8で最も高かった（34.5）．  
10 月：水温は地点 1で最も低く（20.0℃），地点 8で最も高かった（22.6℃）．塩分は地点 8
で最も低く（33.7），地点 2で最も高かった（33.9）．  
12 月：水温は地点 2で最も低く（15.6℃），地点 8で最も高かった（17.7℃）．塩分は地点 1
で最も低く（33.7），地点 4で最も高かった（34.6）． 
 通年で比較すると，4 月は低水温・高塩分であるという特徴がみられた．6 月は，水温は 4，
12 月と 10 月の中間の値だが高塩分であるという特徴がみられた．10 月は高水温・低塩分であ
るという特徴がみられた．12月は低水温・高塩分であるという特徴がみられたが，東京湾内の
地点では地点間の塩分にばらつきがみられた．地点間で比較すると，地点 1が水温，塩分とも
に最も低いことが多かった．相模湾（地点 5，6，7，8）では月ごとに比較的まとまったが，東
京湾では地点 1から地点 4にかけて変化がみられ，ばらつきがあった． 
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3-2.出現魚種の概要 
 
3-2-1. 全体の出現種の概要 
本研究によって採集された中・深層性魚類仔稚魚は，6目 8科（ソコイワシ科，ヨコエソ科，
ムネエソ科，ギンハダカ科，ハダカエソ科，ハダカイワシ科，サイウオ科，クロタチカマス科）
60 種からなる 620 個体であった（Table4）． 
全 8 科の総種数に占める割合を示す（Fig. 4）．最も多かったのはハダカイワシ科で，36 種
採集され，総種数の 60.0%を占めた．次いで，ヨコエソ科（8 種，13.3%），クロタチカマス科
（5 種，8.3%）であり，これら上位 3 科で総種数の 81.7%を占めた．次いでハダカエソ科（3
種，5.0%），サイウオ科（3種，5.0%），ソコイワシ科（2種，3.3%），ギンハダカ科（2種，3.3%），
ムネエソ科（1種，1.7%）であった． 
全 8科の総個体数に占める割合を示す（Fig. 5）．最も多かったのはハダカイワシ科で，20.5 
ind./1,000 ㎥採集され，総個体数の 71.8%を占めた．次いで，ヨコエソ科（4.4 ind./1,000 ㎥，
15.5%），クロタチカマス科（2.1 ind./1,000 ㎥，7.3%）であり，これら上位 3 科で総個体数
の 94.6%を占めた．次いでハダカエソ科（0.5 ind./1,000 ㎥，1.8%），サイウオ科（0.5 ind./1,000 
㎥，1.8%），ソコイワシ科（0.3 ind./1,000 ㎥，1.1%），ギンハダカ科（0.1 ind./1,000 ㎥，
0.5%），ムネエソ科（0.1 ind./1,000 ㎥，0.3%）であった． 
上位 5種の総個体数に占める割合を示す（Fig. 6）．最も多かったのはハダカイワシ属 spp. 
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Diaphus spp.で，10.9 ind./1,000 ㎥であり，総個体数の 38.1%を占めた．次いで，オニハダ
カ属 sp.1 Cyclothone sp.1（3.0 ind./1,000 ㎥，10.5%），ナガハダカ Symbolophorus 
californiensis（2.1 ind./1,000 ㎥，7.3%），イワハダカ Benthosema pterotum（1.6 ind./1,000 
㎥，5.5%），トミハダカ属 sp.2 Lampanyctus sp.2（1.3 ind./1,000 ㎥，4.5%）であり，これ
ら 5種で総個体数の 66.1%を占めた． 
上位 5種中 4種がハダカイワシ科であり，種数・個体数ともにハダカイワシ科魚類が大きな
割合を占めた． 
 
3-2-2. 各月の出現種の概要 
各月の海域別種数・個体数（Table 5）と各月における上位 5種（Table 6）を示す． 
① 4 月 
4 月は 3科 9種が採集され，密度は 21.3 ind./1,000 ㎥であった．種数は通年で最も少な
かった．4月の各海域における上位 5種を Table 7 に示す． 
種数を海域別にみると，東京湾外湾で最多の 7種が出現したが，東京湾湾央と相模湾沿岸
では 1種も出現しなかった（Table 5）． 
個体数で最も多かったのはナガハダカで，密度は 15.2 ind./1,000 ㎥であり，71.4%を占
めた．次いでトミハダカ属 sp.2（2.0 ind./1,000 ㎥，9.4%），マガリハダカ Symbolophorus 
evermanni（1.4 ind./1,000 ㎥，6.6%）であった（Table 6）．海域別にみると，東京湾湾口
（12.9 ind./1,000 ㎥），相模湾沖合（19.9 ind./1,000 ㎥）に比べ東京湾外湾で 1047.3 
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ind./1,000 ㎥と著しく多かった（Table 5）． 
 
② 6 月 
6 月は 4 科 12 種が採集され，密度は 11.2 ind./1,000 ㎥であった．個体数は通年で最も
少なかった．6月の各海域における上位 5種を Table 8 に示す． 
種数を海域別にみると，相模湾沖合で最多の 6種が出現したが，東京湾湾央では 1種も出
現しなかった（Table 5）． 
個体数で最も多かったのはハダカイワシ属 spp.で，密度は 7.3 ind./1,000 ㎥であり，
65.2%を占めた．次いでアラハダカ Myctophum asperum（1.4 ind./1,000 ㎥，12.5%），ハダ
カイワシ科 sp.10 Myctophidae sp.10（0.7 ind./1,000 ㎥，6.3%）であった（Table 6）．
海域別にみると，相模湾沖合で最も多く，25.7 ind./1,000 ㎥であった．その他，1 種も出
現しなかった東京湾湾央以外の海域では比較的一様であった（東京湾外湾：4.6 ind./1,000 
㎥，東京湾湾口：4.7 ind./1,000 ㎥，相模湾沿岸：9.0 ind./1,000 ㎥）（Table 5）． 
 
③ 10 月 
10 月は 7科 27 種が採集され，密度は 83.3 ind./1,000 ㎥であった．個体数は通年で最も
多かった．10 月の各海域における上位 5種を Table 9 に示す． 
種数を海域別にみると，相模湾沖合で最多の 11 種であり，次いで相模湾沿岸（10 種），東
京湾湾口（10 種），東京湾外湾（8 種）と比較的一様であるが，東京湾湾央では 3 種と少な
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かった（Table 5）． 
個体数で最も多かったのはハダカイワシ属 spp.で，密度は 37.0 ind./1,000 ㎥であり，
44.4%を占めた．次いでオニハダカ属 sp.1（11.7 ind./1,000 ㎥，14.0%），イワハダカ（7.5 
ind./1,000 ㎥，9.0%）であった（Table 6）．海域別にみると，最も多かったのは東京湾湾
口で，364.8 ind./1,000 ㎥と著しく多かった．最も少なかったのは相模湾沖合で，33.9 
ind./1,000 ㎥であった（Table 5）． 
 
④ 12 月 
12 月は 8科 31 種が採集され，密度は 14.5 ind./1,000 ㎥であった．種数は通年で最も多
かった．6月の各海域における上位 5種を Table 10 に示す． 
種数を海域別にみると，最も多かったのは相模湾沿岸で，14 種が出現し，最も少なかった
のは東京湾湾央と東京湾湾口で，4種であった（Table 5）． 
個体数が最も多かったのはハダカイワシ属 spp.で，密度は 3.3 ind./1,000 ㎥であり，
22.8%を占めた．次いでヨコエソ Sigmops gracile（2.0 ind./1,000 ㎥，13.8%），トミハダ
カ属 sp.9 Lampanyctus sp.9（1.5 ind./1,000 ㎥，10.3%），オニハダカ属 sp.1（1.5 
ind./1,000 ㎥，10.3%）であった（Table 6）．海域別にみると，相模湾沿岸で最も多く，34.8 
ind./1,000 ㎥であり，相模湾沖合で最も少なく，2.9 ind./1,000 ㎥であった（Table 5）． 
 
3-3. 種数と個体数の経月変化 
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① 種数の経月変化 
種数の経月変化のグラフを示す（Fig. 7）． 
4 月（9種）と 6月（12 種）では種数が少なく，10月（27 種）と 12 月（31 種）では種数
が多くなり，季節により偏りがみられた．通年で出現したのはハダカイワシ科のみであり，
全ての月で最多の種数であった．その他の科には季節的消長がみられた．10 月と 12 月では，
4 月と 6 月に比べて，ハダカイワシ科も増加しているが，ハダカイワシ科以外の種の増加が
特徴的である． 
 
② 個体数の経月変化 
個体数の経月変化のグラフを示す（Fig. 8）． 
個体数は 10 月（83.3 ind./1,000 ㎥）に著しく多かったが，その他の月では比較的一様
であった（4月：21.3 ind./1,000 ㎥，6月：11.2 ind./1,000 ㎥，12 月：14.5 ind./1,000 
㎥）．4 月にナガハダカが，10 月にハダカイワシ属 spp.，オニハダカ属 sp.1，イワハダカ
が季節的に大量出現したことが特徴である．通年で出現した種はハダカイワシ属 spp.のみ
であり，その他の種には季節的消長がみられた． 
 
3-4. 種数と個体数の海域間の比較 
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① 種数の海域間の比較 
種数の海域間の比較のグラフを示す（Fig. 9）． 
東京湾湾央は全地点中で最も少なく，3 科 6 種が採集された．最も多かったのはハダカイ
ワシ科で，4 種採集され 66.7%を占めた．次いでヨコエソ科（1 種，16.7%），サイウオ科（1
種，16.7%）であった． 
東京湾外湾は全地点中で最も多く，8科 24 種が採集された．最も多かったのはハダカイワ
シ科で，15種採集され 62.5%を占めた．次いでヨコエソ科（3種，12.5%），ソコイワシ科（1
種，4.2%），ムネエソ科（1 種，4.2%），ギンハダカ科（1 種，4.2%），ハダカエソ科（1 種，
4.2%），サイウオ科（1種，4.2%），クロタチカマス科（1種，4.2%）であった． 
東京湾湾口では 5科 18 種が採集された．最も多かったのはハダカイワシ科で，11 種採集
され 61.1%を占めた．次いでヨコエソ科（3種，16.7%），サイウオ科（2 種，11.1%）であっ
た． 
相模湾沿岸では 7科 23 種が採集された．最も多かったのはハダカイワシ科で，13 種採集
され 56.5%を占めた．次いでヨコエソ科（4種，17.4%），クロタチカマス科（2種，8.7%）で
あった． 
相模湾沖合では 7科 21 種が採集された．最も多かったのはハダカイワシ科で，9種採集さ
れ 42.9%を占めた．次いでクロタチカマス科（5 種，23.8%），ヨコエソ科（2 種，9.5%），ハ
ダカエソ科（2種，9.5%）であった． 
東京湾湾央で種数が著しく少なかったが，その他の地点では比較的一様であった．全地点
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に出現したのはハダカイワシ科，ヨコエソ科，サイウオ科であった． 
 
② 個体数の海域間の比較 
個体数の海域間の比較のグラフを示す（Fig. 10）．また，各海域における上位 5種を Table 
11 に示す． 
東京湾湾央は全地点中で最も個体数が少なく，密度は 8.5 ind./1,000 ㎥であった．最も
多かったのはハダカイワシ属 spp.で，密度は 3.8 ind./1,000 ㎥であり，44.7%を占めた．
次いでヨコエソ（2.2 ind./1,000 ㎥，25.9%），サイウオ属 sp.1 Bregmaceros sp.1（1.3 
ind./1,000 ㎥，15.3%）であった． 
東京湾外湾の密度は 35.8 ind./1,000 ㎥であった．最も多かったのはナガハダカで，密度
は 14.4 ind./1,000 ㎥であり，40.2%を占めた．次いでハダカイワシ属 spp.（6.4 ind./1,000 
㎥，17.9%），ヨコエソ（2.9 ind./1,000 ㎥，8.1%）であった． 
東京湾湾口は全地点中で最も個体数が多く，密度は 69.5 ind./1,000 ㎥であった．最も多
かったのはハダカイワシ属 spp.で，密度は 50.7 ind./1,000 ㎥であり，72.9%を占めた．次
いでオニハダカ属 sp.1（5.0 ind./1,000 ㎥，7.2%），クロタチカマス科 sp.1 Gempylidae sp.1
（4.6 ind./1,000 ㎥，6.6%）であった． 
相模湾沿岸の密度は 31.7 ind./1,000 ㎥であった．最も多かったのはオニハダカ属 sp.1
で，密度は 8.2 ind./1,000 ㎥であり，25.9%を占めた．次いでハダカイワシ属 spp.（3.5 
ind./1,000 ㎥，11.0%），トミハダカ属 sp.2（3.3 ind./1,000 ㎥，10.4%）であった． 
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相模湾沖合の密度は 18.9 ind./1,000 ㎥であった．最も多かったのはハダカイワシ属 spp.
で，密度は 8.4 ind./1,000 ㎥であり，44.4%を占めた．次いでイワハダカ（2.7 ind./1,000 
㎥，14.3%），バラムツ Ruvettus pretiosus（1.9 ind./1,000 ㎥，10.1%）であった． 
  東京湾では湾央から湾口にかけて個体数が増加したが，相模湾では沖合より沿岸のほうで
個体数が多かった．東京湾外湾でナガハダカが，東京湾湾口でハダカイワシ属 spp.が局地
的に大量に出現したことが特徴である．全地点に出現した種はハダカイワシ属 spp.のみで
あった． 
 
3-5. 仔稚魚の群集組成の類似度に基づく月・海域の区分 
 各月における種の個体数に基づいてクラスター解析を行った結果を Fig. 11 に示す．各月は，
まず類似度約 0.2 で 4 月とその他の月で分かれ，さらに類似度 0.3 付近で 6 月と 10，12 月で
分かれた． 
 次いで，各海域における種の個体数に基づいてクラスター解析を行った結果を Fig. 12 に示
す．各海域は，類似度 0.35 付近で東京湾湾口，相模湾沿岸，相模湾沖合のグループと，東京
湾外湾と東京湾湾央のグループに分かれた．前者は類似度 0.45 付近でさらに東京湾湾口，相
模湾沿岸と，相模湾沖合に分かれた． 
さらに，各月の各海域におけるそれぞれの種の個体数に基づいてクラスター解析を行った結
果を Fig. 13 に示す．なお，各種の密度が総個体数の 1%に満たない海域（4 月東京湾湾央，
相模湾沿岸，相模湾沖合，6月東京湾湾央，12月東京湾湾口）は除いた．各月・海域は類似度
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0.35で①グループ A：6月の東京湾湾口，相模湾沿岸，相模湾沖合，10月の東京湾湾央，東京
湾外湾，東京湾湾口，12月の相模湾沿岸，相模湾沖合，②グループ B：4月の東京湾外湾，12
月の東京湾湾央，東京湾外湾，③グループ C：10 月の相模湾沿岸，相模湾沖合の 3 つのクラ
スターと，どのクラスターにも含まれない 2つの月・海域（4月の東京湾湾口と 6月の東京湾
外湾）に区分された．各グループは，月や海域では明確に分かれなかった．そこで，各グルー
プの形成海域を分かりやすくするため，各グループを地図上にプロットした（Fig. 14）．する
と，Aグループは 6月，12月の相模湾と 10月の東京湾，Bグループは 4月，12月の東京湾，
Cグループは 10月の相模湾で主に形成されていた． 
 
3-6. 出現種の動物地理学的分類と分布様式 
 種まで同定することができた出現種を動物地理学的に 4つのグループ（熱帯・亜熱帯種，移
行域種，広域種，陸棚種）に分類した結果，20種中 12種が熱帯・亜熱帯種であり，陸棚種が
4種，移行域種と広域種がそれぞれ 2種であった（Table 12）． 
 動物地理学的分類別の種数の経月変化（Fig. 15）と動物地理学的分類別の個体数の経月変化
（Fig. 16）を示す．種数をみると，熱帯・亜熱帯種と陸棚種は通年で出現しており，移行域種
は 4，10，12月に，広域種は 12月のみに出現していた．個体数をみると，熱帯・亜熱帯種は
通年で出現しているが 10月に多く，移行域種が 4月に，陸棚種が 10月に大量に出現している
のが特徴である． 
 動物地理学的分類別の種数の海域間比較（Fig. 17）と動物地理学的分類別の個体数の海域間
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比較（Fig. 18）を示す．全ての海域に出現したのは熱帯・亜熱帯種のみで，陸棚種は東京湾湾
央以外に，広域種は東京湾湾口以外の海域に出現した．移行域種は東京湾外湾と相模湾沖合に
出現した．個体数をみると，熱帯・亜熱帯種は全ての海域に出現しているが相模湾沿岸に多く，
移行域種は東京湾外湾に著しく多い．陸棚種は相模湾沿岸と相模湾沖合に，広域種は東京湾湾
央と東京湾外湾に多く出現していた． 
 熱帯・亜熱帯種以外は，出現月，出現海域ともに明確な偏りがみられた． 
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4. 考察 
 
4-1. 種数・個体数の経月変化の要因 
 本研究では，東京湾と相模湾における中・深層性魚類仔稚魚は，種数では 4，6 月に少なく
10，12 月に多く，個体数では 10 月に著しく多くなり，季節によって偏りがみられた．また，
10，12 月ではハダカイワシ科以外の科の種数の増加が特徴的であり，4 月のナガハダカ，10
月のハダカイワシ属 spp.，オニハダカ属 sp.1，イワハダカなどは出現に明確な季節性がみら
れた．また，出現種を動物地理学的に分類すると，熱帯・亜熱帯種は通年で出現していたが，
それ以外は出現月に明確な偏りがみられた．このような種数，個体数の経月変化の要因として，
主に以下の 2つが考えられる． 
 
① 外洋水の流入 
東京湾と相模湾において，中・深層性魚類仔稚魚の多くは外洋水によって湾外から輸送
されると言われている（Sassa and Kawaguchi 2006, 長岩 2007年博士論文）．このよう
なことは他の湾でも報告されており（Yamasita and Aoyama 1984），沿岸域での中・深層
性魚類仔稚魚の出現は外洋水の沿岸域への流入のよい指標であることが指摘されている
（Franco-Gordo et al. 2002, Quattrini et al. 2005）． 
外洋水流入の指標として塩分が有効であり，東京湾では塩分 34.0以上で外洋水が定義さ
れている（Yanagi et al. 1989）．そこで本研究で得られた塩分のデータ（Fig. 3）をみてみ
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ると，4，6，12月に塩分が高く（ほとんどの地点で塩分 34.0以上）10月に低かった（ほ
とんどの地点で塩分 34.0未満）．よって，塩分が高かった 4，6月に種数が少なく，塩分の
低かった 10月に個体数が多いこととなり，種数・個体数の増減と季節が一致せず，本研究
では塩分と種数・個体数の増減との明確な相関はみられなかった． 
東京湾と相模湾における外洋水の流入には，黒潮流路が大きく影響する．両湾の南には
黒潮が流れており，この黒潮の流軸変動と，相模湾に流入する黒潮系暖水や黒潮分枝流と
の関連性について多くの議論がされてきた（Kawabe and Yoneno 1987, Iwata and 
Matsuyama 1989）．黒潮が典型的な大蛇行流路をとり，流軸が相模湾に接近する場合には，
大島西水道から流入し，相模湾内を通過して東水道から流出する黒潮分枝流が強くなると
ともに，相模湾内上部の左旋環流も顕著になること（Kawabe and Yoneno 1987, Iwata and 
Matsubara 1989），そして流軸が相模湾から離れると西水道からの流入は弱まるか，ある
いは分枝流が大島東水道から流入すること（岩田・木幡 1987）が報告されている．東京
湾においても，黒潮フロントが東京湾湾口部に接近すると，黒潮系水が東京湾の中層に流
入すること（Yanagi et al. 1989），分枝流が西水道から流入し東水道から流出する場合，
東京湾の湾内と湾外の海水交流が起きること（野村 1996）が報告されている． 
気象庁によると，黒潮大蛇行は 2004年 7月～2005年 8月の長期にわたって発生してい
る．本研究の調査期間では 2005年の 4月と 6月は大蛇行期で，10月と 12月は非大蛇行
期である．黒潮流軸画像（Fig. 19）をみると，10月，12月に比べて 4月，6月では黒潮
流軸が四国と伊豆海嶺間で大きく蛇行しているのがわかる． 
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また，沿岸域流況図（Fig. 20）をみると，黒潮大蛇行中の 4月は，黒潮流軸は相模湾お
よび房総半島にそれほど接近していないが，沿岸域での流れが強く，外洋水が大島西水道
から相模湾へ流入し東水道へ流出している．よって東京湾でも外洋水が流入していたと考
えられる．同じく大蛇行中である 6 月では，4 月に比べて黒潮流軸がさらに相模湾および
房総半島に接近し，沿岸域での流れも強まっており，4 月と同様に，外洋水が大島西水道
から流入し東水道へ流出している．よって 6月も東京湾で外洋水が流入していたと考えら
れる．一方，黒潮非大蛇行期である 10月は，黒潮流軸は相模湾および房総半島から大きく
離れており，外洋水の流入もわずかである．したがって東京湾でも外洋水の流入はわずか
であったと考えられる．12月は同じく非大蛇行期であるが，流軸が相模湾および房総半島
に接近しており，沿岸域での流れも強い．しかし，外洋水は大島東水道から相模湾内へ流
入しており，西水道へ流出している．よって東京湾では外洋水の流入はわずかであったと
考えられる． 
つまり，外洋水の流入に関しては，相模湾では 4月，6月，12月では強く，10月では弱
いということになる．また，東京湾では 4月，6月で強く，10月，12月では弱いというこ
とになる．よって，東京湾と相模湾の両湾において外洋水流入の強かった 4，6月に種数が
少なく，弱かった 10月に個体数が多いこととなり，これは本研究での種数・個体数の増減
と一致しない．よって本研究では，黒潮大蛇行および流れの強弱と種数・個体数の増減に
は明確な相関はみられなかった． 
さらに，出現種を動物地理学的に分類した結果，熱帯・亜熱帯種は通年で出現していた
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ものの，種数では 10月，12月に多く，個体数では 10月に多かった．熱帯・亜熱帯種は，
それらの主産卵場である南方海域から黒潮によって相模湾表層域（水深 100 m以浅）に輸
送されることが報告されている（Sassa and Kawaguchi 2006）．しかし，黒潮大蛇行が起
こっていた 4，6月には熱帯・亜熱帯種の種数・個体数は少なく，大蛇行の起こっていなか
った 10月に種数・個体数が多かった．よって，本研究では熱帯・亜熱帯種の出現の増減と
黒潮大蛇行や流れのデータには明確な相関はみられなかった． 
 
② 各種の産卵期 
種数・個体数の経月変化のその他の要因として，出現種の産卵期があげられる．多くの中・
深層性魚類は産卵サイクルに季節性をもたず産卵を通年行う，あるいは長期間産卵を行うため
（Gjøsæter and Kawaguchi 1980），外洋では仔稚魚群集の季節変動が小さいことが知られて
いる（Loeb, 1979）．しかし本研究では，10，12月にハダカイワシ科以外の科の種数が増加し，
個体数は 10 月に増加したことが特徴であった．相模湾では数種の中・深層性魚類（ソコイワ
シ科，ヨコエソ科魚類）について湾内での産卵も報告されている．そこで種数・個体数の増減
と各種の産卵期について考察した． 
10月個体数が増加した要因として，オニハダカ属 sp.1の出現があげられる．オニハダカ属 
sp.1は，本研究では 10月と 12月に出現したが，それぞれ 11.7 ind./1000 ㎥と 1.5 ind./1000 
㎥であり，ほとんどの個体が 10 月に出現している．10 月の出現海域は東京湾外湾，東京湾湾
口，相模湾沿岸，相模湾沖合である．他のオニハダカ属魚類としては，オニハダカ属 sp.2 
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Cyclothone sp.2 とハイイロオニハダカ Cyclothone pseudopallida が出現し，個体数は多く
ないものの，オニハダカ属 sp.2 が 10 月に 1.8 ind./1,000 ㎥，ハイイロオニハダカが 12 月
に 0.2 ind./1,000 ㎥出現した．相模湾においては，Miya and Nemoto（1986a,b, 1987a,b, 
1991）によってオニハダカ属数種についての生態学的研究がおこなわれている．これによると，
相模湾内では晩春～夏にかけて産卵する種（ハイイロオニハダカ，ユキオニハダカ Cyclothone 
alba，ウスオニハダカ Cyclothone pallida）が多いが（Miya and Nemoto 1986a,b,1987b），
秋～冬に産卵する種（オニハダカ Cyclothone atraria）も報告されており（Miya and Nemoto 
1987a），本研究でのオニハダカ属 sp.1 の個体数の増加と季節が一致する．よって，10 月の個
体数の増加の要因であるオニハダカ属 sp.1 は 10 月に両湾内で産卵したと考えられる． 
ヨコエソは本研究では 12 月のみに出現し，12 月の個体数の上位種（2 位）であった．出現
した海域は，東京湾湾央，東京湾外湾，相模湾沿岸であったが，そのほとんどが東京湾に出現
した．ヨコエソに関しては，Kawaguchi and Marumo（1967）や Kawaguchi（1973）によっ
て相模湾において生体学的研究が行われ，相模湾で秋～春に産卵することが知られている．こ
れは本研究でのヨコエソの個体数の増加と季節が一致するが，相模湾にはほとんど出現しなか
ったため，出現海域が異なる．ヨコエソは広域種であり，熱帯・亜熱帯海域や親潮・黒潮移行
域での仔魚の出現も報告されている（Sassa et al. 2004c, Sassa et al. 2007b）．また，そ
れらの海域から相模湾へ輸送される可能性も報告されている（Sassa and Kawaguchi 2006）．
したがって，ヨコエソの産卵場所が相模湾から東京湾へと移動したか，もしくは他海域からの
輸送などのその他の要因であると考えられる． 
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その他の種としては，バラムツやフウライカマス Nealotus tripes なども 10 月に多く出現
しているが，東京湾や相模湾の近海からの明確な産卵期の報告はない．しかし，10 月の相模湾
のみに局地的・季節的に出現しており，オニハダカ属 sp.1 の出現パターンと一致する．その
ため湾内で産卵している可能性がある． 
以上，種数・個体数の経月変化の要因として，外洋水の流入と各種の産卵期について考察し
たが，本研究では特に個体数の経月変化については，外洋水の流入よりも各種の産卵期の影響
が大きいことが示唆された． 
 
4-2. 群集構造を形成する要因 
各月におけるクラスター解析の結果，4月とその他の月で分かれ，さらに 6月と 10，12 月で
分かれた．種数の経月変化では 4，6 月と 10，12 月で大きく変化していたが，群集組成では 4
月と 6月では異なり，10 月と 12 月は似ていることが明らかとなった． 
各海域におけるクラスター解析の結果，東京湾湾口，相模湾沿岸，相模湾沖合のグループと，
東京湾外湾と東京湾湾央のグループに分かれた．前者はさらに東京湾湾口，相模湾沿岸と，相
模湾沖合に分かれた．種数の海域間の比較では，東京湾湾央で著しく少なく，その他の海域で
は比較的一様であったが，群集組成をみると，東京湾湾央と外湾は似ているが，湾口は相模湾
と似ていることが明らかとなった． 
各月の各海域におけるクラスター解析の結果，各月の各地点は，Aグループ（6月，12月の
相模湾と 10月の東京湾），Bグループ（4月，12月の東京湾），Cグループ（10月の相模湾）
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と，4 月の東京湾湾口，6 月の東京湾外湾に分かれた．このような群集構造が形成される要因
を明らかにするため，各グループを構成する主な種の出現機構について考察した． 
A グループは，6月，12月の相模湾と 10月の東京湾で形成され，4月を除く全ての月で形
成された．主な構成種として，ハダカイワシ属 spp.，トミハダカ属 sp.2があげられる．これ
らの種は，通年で個体数が多く各月の上位種であり，また Aグループの形成された海域に関わ
らず湾全域に出現し，各海域でも上位種であった．そのため，Aグループは東京湾と相模湾内
における普遍的な群集だと考えられる． 
Bグループは，4月と 12月の東京湾で形成された．主な構成種として，4月はナガハダカ，
12月はヨコエソがあげられる． 
ナガハダカは，4月の東京湾外湾に局地的に大量出現した（872.8 ind./1,000 ㎥）．ナガハ
ダカは動物地理学的分類では移行域種であり，産卵場は親潮・黒潮移行域で，4月に産卵する
ことが知られている（Sassa et al. 2004b, Sassa et al. 2007b）．東京湾では，これまでにもナ
ガハダカをはじめとする移行域種が 4月の外湾部に大量に出現することが知られており，長岩
（2007 年博士論文）では，親潮潜流によって親潮・黒潮移行域から東京湾内に運ばれている
可能性を示唆している．本研究でも長岩（2007 年博士論文）と同じ出現パターンを示したた
め，同様に親潮潜流によって東京湾に運ばれたと考えられる．  
ヨコエソは，12月の主に東京湾湾央～外湾にかけて出現し，12月のこの 2海域での最優占
種であった．ヨコエソは動物地理学的分類では広域種であり，日本近海に広く分布する種であ
る．主な産卵場は南方海域であるが，親潮・黒潮移行域での産卵も報告されている（Sassa et 
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al. 2007b）．親潮・黒潮移行域で産卵された個体の体長 8～10 mm以上のものは，親潮潜流に
よって親潮・黒潮移行域から相模湾の中層域（200～1000 m深）に運ばれる可能性があること，
また，南方海域で産卵された個体の体長 8 mm以下のものは，黒潮によって相模湾に輸送され
る可能性があることが報告されている（Sassa and Kawaguchi 2006）．本研究での出現個体の
体長は 4.4～9.9 mmと幅広く，体長から産卵場所は特定できないが，出現個体のほとんどが東
京湾に出現しており，相模湾にはほとんど出現していない．これは，4月のナガハダカの分布
と近似している．よってヨコエソも親潮潜流によって親潮・黒潮移行域から東京湾内に輸送さ
れたと考えられる． 
よって，Bグループは親潮潜流によって親潮・黒潮移行域から東京湾内に輸送された種が要
因で形成されると考えられる． 
C グループは，10 月の相模湾でのみ形成された．主な構成種として，オニハダカ属 sp.1，
イワハダカ，バラムツがあげられる．オニハダカ属 sp.1については，10月に集中して出現し
ており，また，相模湾内で夏～早秋にかけて産卵する種が知られている（Miya and Nemoto 1987a）
ことから，相模湾内で産卵したと考えられる．イワハダカとバラムツは動物地理学的分類では
陸棚種として位置付けられている（川口 1977, 中坊（編） 2000）．相模湾東部は大陸棚が発
達しており（日本海洋学会沿岸海洋研究部会（編） 1985），これらの種の成魚が相模湾内に生
息していることも考えられる．バラムツとイワハダカに関しては，東京湾や相模湾近海からの
明確な産卵期の報告はない．しかし，10 月の相模湾のみに大量に出現しており，これは他のグ
ループの種の分布パターンとは異なり，オニハダカ属 sp.1 の出現パターンと一致する．その
 27 
ため，両湾外の大陸棚域より湾内に輸送されたとするよりも，相模湾内で産卵していると考え
られる． 
よって，Cグループは10月に相模湾内で産卵する種が要因となり形成されると考えられる． 
以上，群集構造を形成する要因をまとめると，本研究での東京湾と相模湾における中・深層
性魚類仔稚魚の群集構造は，季節的に親潮潜流により東京湾に輸送される種と相模湾内で産卵
する種を中心に組み立てられるということが示唆された． 
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Station ORI net CTD
1 ○ ○
2 ○ ○
3 × ○
4 ○ ○
5 ○ ○
6 ○ ○
7 ○ ○
8 × ×
1 ○ ○
2 ○ ○
3 × ○
4 ○ ○
5 ○ ○
6 ○ ○
7 ○ ○
8 ○ ○
1 ○ ○
2 ○ ○
3 ○ ○
4 ○ ○
5 ○ ×
6 ○ ×
7 ○ ○
8 ○ ○
1 ○ ○
2 ○ ○
3 ○ ○
4 ○ ○
5 ○ ○
6 ○ ○
7 ○ ○
8 ○ ○
June
April
October
December
Table 1 各月の各地点での調査状況
Date Station Time Filtered volume (㎥)
2005/4/11 1 13:59-14:09 1,239.8 
2005/4/13 7 14:25-14:35 201.1 
2005/4/14 6 14:41-14:51 386.7 
〃 5 10:13-10:23 688.3 
〃 4 16:00-16:10 388.0 
2005/4/15 2 13:19-13:29 51.6 
2005/6/16 8 15:36-15:48 755.4 
2005/6/17 5 09:52-10:02 672.9 
〃 6 11:32-11:42 667.7 
2005/6/18 7 14:54-15:04 1,035.1 
2005/6/20 4 10:03-10:15 861.1 
〃 2 13:49-14:00 862.4 
2005/6/21 1 09:17-09:29 1,022.2 
2005/10/1 8 10:09-10:19 982.0 
〃 7 11:26-11:37 1,440.1 
2005/10/3 6 11:39-11:49 756.5 
〃 5 13:27-13:37 423.8 
2005/10/4 4 10:29-10:41 419.5 
〃 3 12:47-12:57 170.2 
〃 2 15:22-15:32 117.8 
2005/10/5 1 09:45-09:55 118.5 
2005/12/13 1 13:57-14:07 810.7 
2005/12/14 8 10:32-10:42 810.7 
2005/12/15 7 13:01-13:11 2,250.6 
2005/12/16 5 09:58-10:08 886.7 
〃 6 11:22-11:32 979.7 
〃 4 15:09-15:20 736.0 
2005/12/19 3 09:24-09:37 1,042.7 
〃 2 12:09-12:23 884.1 
Table 2 各月における各地点の採集データ（時刻，濾水量（㎥））
Stn.1 Stn.2 Stn.3 Stn.4 Stn.5 Stn.6 Stn.7 Stn.8
April
Water temperature (℃) 14.75 15.32 15.66 16.49 15.37 15.42 14.85 -*
Salinity 34.08 34.36 34.62 34.70 34.56 34.53 34.55 -
June
Water temperature (℃) 17.25 17.93 19.66 18.20 20.47 19.45 19.51 20.38
Salinity 33.99 34.28 34.27 34.44 34.38 34.32 34.39 34.45
October
Water temperature (℃) 20.02 21.45 22.29 22.41 - - 22.45 22.64
Salinity 33.70 33.86 33.73 33.74 - - 33.71 33.66
December
Water temperature (℃) 16.13 15.57 16.12 17.30 17.40 17.44 17.51 17.67
Salinity 33.67 34.07 34.33 34.56 34.43 34.44 34.52 34.53
Table 3 各月・各地点の水深20～30 mの平均水温・塩分
* 欠測
Table 4. 採集された仔稚魚のリスト
Family/ Species Japanese name
Density (ind./1,000 ㎥)*
Month
Size range Developmental
TC TO TM SC SO BL (mm) stage**
Microstomatidae
 Lipolagus ochotensis ソコイワシ 0.6 0.5 Apr,Oct,Dec 3.2-6.4 pre.
 Microstomatidae sp. ソコイワシ科 sp. 0.2 Dec 3.9 pre.
Gonostomatidae
 Diplophos sp. ユメハダカ属 sp. 0.4 Dec 15.0 pre.-fle.
 Sigmops gracile ヨコエソ 2.2 2.9 0.2 Dec 4.4-9.9 pre.-fle.
 Sigmops sp. ヨコエソ属 sp. 0.2 Dec 3.6 pre.-fle.
 Cyclothone pseudopallida ハイイロオニハダカ 0.3 Dec 6.2-7.1 pos.
 Cyclothone sp.1 オニハダカ属 sp.1 1.0 5.0 8.2 0.7 Oct,Dec 3.0-5.8 pre.-fle.
 Cyclothone sp.2 オニハダカ属 sp.2 1.5 Oct -*** -***
 Gonostomatidae sp.1 ヨコエソ科 sp.1 0.4 Jun 4.1 pre.
 Gonostomatidae sp.2 ヨコエソ科 sp.2 0.3 Oct 3.9 pre.
Sternoptychidae
 Maurolicus japonicus キュウリエソ 0.6 Apr,Dec 5.8-7.1 fle.
Phosichthyidae
 Pollichthys mauli ヨウジエソ 0.2 Dec 4.5 pre.
 Vinciguerria nimbaria ヤベウキエソ 0.3 0.1 Oct,Dec 5.4-6.4 fle.
Paralepididae
 Paralepididae sp.1 ハダカエソ科 sp.1 0.3 0.4 Jun,Dec 2.7-7.1 pre.
 Paralepididae sp.2 ハダカエソ科 sp.2 0.1 Oct 6.2 pre.
 Paralepididae sp.3 ハダカエソ科 sp.3 1.3 0.1 Oct,Dec 3.5-9.4 pre.
Myctophidae
 Taaningichthys minimus クロハダカ 0.3 Oct 4.4 pre.
 Diogenichthys atlanticus イタハダカ 0.3 Dec 4.6 pre.
 Benthosema fibulatum ホクトハダカ 0.7 Oct 5.4 pos.
 Benthosema pterotum イワハダカ 0.6 0.4 2.2 2.7 Jun,Oct 2.7-4.9 pre.-fle.
 Symbolophorus evermanni マガリハダカ 0.5 Apr 3.9 pre.
 Symbolophorus californiensis ナガハダカ 14.4 Apr 3.0-9.6 pre.,pos.
 Myctophum nitidulum ススキハダカ 0.2 Dec 5.7 pre.
 Myctophum asperum アラハダカ 0.3 1.0 1.5 Apr,Jun,Dec 2.8-4.7 pre.
 Notoscopelus sp. オオクチイワシ属 sp. 0.4 Dec 2.9-3.2 pre.
 Notoscopelus caudispinosus オオセビレハダカ 0.4 Dec 8.8 pos.
 Lampadena sp.1 カガミイワシ属 sp.1 0.4 Oct 2.8 pre.
 Ceratoscopelus warmingii ゴコウハダカ 0.4 2.2 Apr,Oct 3.1-3.3 pre.
 Triphoturus microchir ツマリハダカ 0.7 Oct 4.9 fle.
 Lampanyctus sp.1 トミハダカ属 sp.1 1.3 Dec 2.9-4.4 pre.
 Lampanyctus sp.2 トミハダカ属 sp.2 0.3 1.3 2.5 3.3 Apr,Oct,Dec 2.6-4.3 pre.
 Lampanyctus sp.3 トミハダカ属 sp.3 0.6 0.7 Jun,Oct,Dec 3.3-3.8 pre.-fle.
 Lampanyctus sp.4 トミハダカ属 sp.4 0.4 Dec 5.6 fle.
 Lampanyctus sp.5 トミハダカ属 sp.5 0.8 Oct 2.3-2.5 pre.
 Lampanyctus sp.6 トミハダカ属 sp.6 0.7 Oct 2.8 pre.
 Lampanyctus sp.7 トミハダカ属 sp.7 0.6 Apr 3.5-4.5 pre.
 Lampanyctus sp.8 トミハダカ属 sp.8 0.3 Jun 3.6 pre.
 Lampanyctus sp.9 トミハダカ属 sp.9 2.0 0.3 Dec 3.2-5.2 pre.
 Lampanyctus sp.10 トミハダカ属 sp.10 0.1 Dec 7.1 pos.
 Lampanyctus sp.11 トミハダカ属 sp.11 0.5 Dec 3.5-4.4 pre.
 Lampanyctus sp.12 トミハダカ属 sp.12 0.2 Dec 3.9 pre.
 Diaphus spp. ハダカイワシ属 spp. 3.8 6.4 50.7 3.5 8.4 Apr,Jun,Oct,Dec 1.8-5.8 pre.-fle.
 Myctophidae sp.1 ハダカイワシ科 sp.1 0.6 0.6 Oct 2.7-3.2 pre.-fle.
 Myctophidae sp.2 ハダカイワシ科 sp.2 0.3 Dec 2.9 pre.-fle.
 Myctophidae sp.3 ハダカイワシ科 sp.3 0.3 Dec 3.8 pre.
Table 4. Continued
Family/ Species Japanese name
Density (ind./1,000 ㎥)*
Month
Size range Developmental
TC TO TM SC SO BL (mm) stage**
 Myctophidae sp.4 ハダカイワシ科 sp.4 0.3 Dec 4.0 pre.
 Myctophidae sp.5 ハダカイワシ科 sp.5 0.8 Dec 5.5 pre.
 Myctophidae sp.6 ハダカイワシ科 sp.6 0.4 Oct 3.8 pre.
 Myctophidae sp.7 ハダカイワシ科 sp.7 0.4 Jun 3.5 pre.
 Myctophidae sp.8 ハダカイワシ科 sp.8 0.1 Oct 3.3 pre.
 Myctophidae sp.9 ハダカイワシ科 sp.9 0.1 Oct 3.9 pre.
 Myctophidae sp.10 ハダカイワシ科 sp.10 0.5 Jun 2.9 pre.
Bregmacerotidae
 Bregmaceros nectabanus トヤマサイウオ 0.4 0.1 Dec 6.1-9.4 pos.-juv.
 Bregmaceros sp.1 サイウオ属 sp.1 1.3 0.6 0.4 Oct 1.7-3.3 pre.
 Bregmaceros sp.2 サイウオ属 sp.2 0.4 Oct 2.8 pre.
Gempylidae
 Ruvettus pretiosus バラムツ 0.7 1.9 Oct 3.0-3.7 pre.
 Nealotus tripes フウライカマス 0.7 1.1 Oct 3.3-3.9 pre.
 Gempylidae sp.1 クロタチカマス科 sp.1 0.3 4.6 0.1 Jun,Oct 2.5-3.8 pre.
 Gempylidae sp.2 クロタチカマス科 sp.2 0.1 Jun 2.9 pre.
 Gempylidae sp.3 クロタチカマス科 sp.3 0.1 Jun 2.5 pre.
*TC:Center of Tokyo Bay;TO:Outer part of Tokyo Bay;TM:Mouth of Tokyo Bay;SC:Coastal of Sagami Bay;SO:Offshore of Sagami
Bay
**pre.:preflexion;pos.:postflexion;juv.:juvenile
***サンプル破損のため未計測
April June October December
Sites* Species
Ind.No./
1,000 ㎥
Species
Ind.No./
1,000 ㎥
Species
Ind.No./
1,000 ㎥
Species
Ind.No./
1,000 ㎥
TC 0 0.0 0 0.0 3 118.2 4 16.0 
TO 7 1,047.3 3 4.6 8 83.3 12 15.6 
TM 2 12.9 4 4.6 10 364.8 4 6.8 
SC 0 0.0 2 9.0 10 81.3 14 34.8 
SO 1 19.9 6 25.7 11 33.9 6 2.9 
Total 9 21.3 12 11.2 27 83.3 31 14.5
Table 5 各月の海域別種数・個体数
*TC:Center of Tokyo Bay;TO:Outer part of Tokyo Bay;TM:Mouth of Tokyo Bay;SC:Coastal of Sagami Bay;
SO:Offshore of Sagami Bay
April June October December
Rank Species
Ind.No
./1,000
㎥
% Species
Ind.No
./1,000
㎥
% Species
Ind.No
./1,000
㎥
% Species
Ind.No
./1,000
㎥
%
1
Symbolophorus
californiensis
15.2 71.4 Diaphus spp. 7.3 65.2 Diaphus spp. 37.0 44.4 Diaphus spp. 3.3 22.8 
2 Lampanyctus sp.2 2.0 9.4 Myctophum asperum 1.4 12.5 Cyclothone sp.1 11.7 14.0 Sigmops gracile 2.0 13.8 
3
Symbolophorus
evermanni
1.4 6.6 Myctophidae sp.10 0.7 6.3 Benthosema pterotum 7.5 9.0 Lampanyctus sp.9 1.5 10.3 
4 Myctophum asperum 0.7 3.3 Benthosema pterotum 0.3 2.7 Ruvettus pretiosus 4.1 4.9 Cyclothone sp.1 1.5 10.3 
5 Lampanyctus sp.7 0.7 3.3 Gempylidae sp.1 0.3 2.7 Lampanyctus sp.2 3.6 4.3 Lampanyctus sp.2 0.8 5.5 
Table 6 各月における上位5種
TO TM SO
Rank Species
Ind. 
No./ 
1,00
0㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,00
0㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,00
0㎥
%
1
Symbolophorus
californiensis
872.
8 
83.3 Lampanyctus sp.2 10.3 79.9 
Symbolophorus
evermanni
19.9 
100.
0 
2 Myctophum asperum 38.8 3.7 
Ceratoscopelus
warmingii
2.6 20.0 
3 Lampanyctus sp.2 38.8 3.7 
4 Lampanyctus sp.7 38.8 3.7 
5 Maurolicus japonicus 19.4 1.9 
Lipolagus ochotensis 19.4 1.9 
Diaphus spp. 19.4 1.9 
Table 7 4月の各海域における優占種（上位5位）
TC:Center of Tokyo Bay;TO:Outer part of Tokyo Bay;TM:Mouth of Tokyo Bay;SC:Coastal of Sagami Bay;SO:Offshore of Sagami Bay
TCとSCでは仔魚が出現しなかった
TO TM SC SO
Rank Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
%
1 Benthosema pterotum 2.3 50.4 Diaphus spp. 1.2 25.2 Myctophum asperum 6.0 66.3 Diaphus spp. 21.2 82.6 
2 Lampanyctus sp.8 1.2 25.2 Gonostomatidae sp.1 1.2 25.2 Diaphus spp. 3.0 33.2 Myctophidae sp.10 2.2 8.7 
3 Gempylidae sp.1 1.2 25.2 Myctophidae sp.7 1.2 25.2 Lampanyctus sp.3 0.6 2.2 
4 Paralepididae sp.1 1.2 25.2 Gempylidae sp.1 0.6 2.2 
5 Gempylidae sp.2 0.6 2.2 
Gempylidae sp.3 0.6 2.2 
Table 8 6月の各海域における優占種（上位5位）
TC:Center of Tokyo Bay;TO:Outer part of Tokyo Bay;TM:Mouth of Tokyo Bay;SC:Coastal of Sagami Bay;SO:Offshore of Sagami Bay
TCでは仔魚が出現しなかった
TC TO TM SC SO
Rank Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
%
1 Diaphus spp. 67.5 57.1 Diaphus spp. 41.7 50.0 Diaphus spp. 288.5 79.1 Cyclothone sp.1 27.1 33.3 Diaphus spp. 9.5 28.0 
2 Bregmaceros sp.1 33.8 28.6 Cyclothone sp.1 10.4 12.5 Cyclothone sp.1 28.6 7.8 Benthosema pterotum 10.2 12.5 Benthosema pterotum 8.3 24.4 
3 Myctophidae sp.1 16.9 14.3 Bregmaceros sp.1 6.9 8.3 Gempylidae sp.1 26.2 7.2 
Ceratoscopelus
warmingii
10.2 12.5 Ruvettus pretiosus 5.8 17.1 
4 Lampanyctus sp.2 6.9 8.3 Lampanyctus sp.2 4.8 1.3 Lampanyctus sp.2 10.2 12.5 Nealotus tripes 3.3 9.7 
5 Myctophidae sp.1 6.9 8.3 Lampanyctus sp.5 4.8 1.3 Cyclothone sp.2 6.8 8.3 Cyclothone sp.1 2.1 6.1 
Table 9 10月の各海域における優占種（上位5位）
TC:Center of Tokyo Bay;TO:Outer part of Tokyo Bay;TM:Mouth of Tokyo Bay;SC:Coastal of Sagami Bay;SO:Offshore of Sagami Bay
TC TO TM SC SO
Rank Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
%
1 Sigmops gracile 8.6 54.0 Sigmops gracile 4.7 29.9 Myctophidae sp.5 2.7 40.0 Diaphus spp. 8.0 23.1 Lampanyctus sp.9 0.7 22.5 
2 Diaphus spp. 4.9 30.8 Diaphus spp. 3.6 23.3 Diplophos sp. 1.4 20.0 Cyclothone sp.1 7.0 20.0 
Cyclothone
pseudopallida
0.7 22.5 
3 Myctophum asperum 1.2 7.7 Lampanyctus sp.1 2.1 13.3 
Notoscopelus
caudispinosus
1.4 20.0 Lampanyctus sp.9 5.9 16.9 Diaphus spp. 0.7 22.5 
4 Lampanyctus sp.2 1.2 7.7 Lampanyctus sp.3 1.0 6.7 Lampanyctus sp.4 1.4 20.0 Paralepididae sp.3 3.8 10.8 Vinciguerria nimbaria 0.3 11.3 
5 Myctophum asperum 0.5 3.3 Lampanyctus sp.2 3.2 9.2 Lampanyctus sp.10 0.3 11.3 
Diogenichthys atlanticus 0.5 3.3 Bregmaceros nectabanus 0.3 11.3 
Myctophidae sp.2 0.5 3.3 
Myctophidae sp.3 0.5 3.3 
Myctophidae sp.4 0.5 3.3 
Lipolagus ochotensis 0.5 3.3 
Maurolicus japonicus 0.5 3.3 
Paralepididae sp.1 0.5 3.3 
Table 10 12月の各海域における優占種（上位5位）
TC:Center of Tokyo Bay;TO:Outer part of Tokyo Bay;TM:Mouth of Tokyo Bay;SC:Coastal of Sagami Bay;SO:Offshore of Sagami Bay
TC TO TM SC SO
Rank Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
% Species
Ind. 
No./ 
1,000
㎥
%
1 Diaphus spp. 3.8 44.7 
Symbolophorus
californiensis
14.4 40.2 Diaphus spp. 50.7 72.9 Cyclothone sp.1 8.2 25.9 Diaphus spp. 8.4 44.4 
2 Sigmops gracile 2.2 25.9 Diaphus spp. 6.4 17.9 Cyclothone sp.1 5.0 7.2 Diaphus spp. 3.5 11.0 Benthosema pterotum 2.7 14.3 
3 Bregmaceros sp.1 1.3 15.3 Sigmops gracile 2.9 8.1 Gempylidae sp.1 4.6 6.6 Lampanyctus sp.2 3.3 10.4 Ruvettus pretiosus 1.9 10.1
4 Myctophidae sp.1 0.6 7.0 Lampanyctus sp.1 1.3 3.6 Lampanyctus sp.2 2.5 3.6 Benthosema pterotum 2.2 6.9 Nealotus tripes 1.1 5.78
5 Myctophum asperum 0.3 3.5 Lampanyctus sp.2 1.3 3.6 Lampanyctus sp.5 0.8 1.2 
Ceratoscopelus
warmingii
2.2 6.9 Cyclothone sp.1 0.7 3.7
Lampanyctus sp.2 0.3 3.5 Myctophidae sp.5 0.8 1.2 Lampanyctus sp.3 0.7 3.7 
Table 11 各海域における優占種（上位5位）
TC:Center of Tokyo Bay;TO:Outer part of Tokyo Bay;TM:Mouth of Tokyo Bay;SC:Coastal of Sagami Bay;SO:Offshore of Sagami Bay
Species
Zoological 
affinity
Lipolagus ochotensis TS/SA
Sigmops gracile W
Cyclothone pseudopallida W
Maurolicus japonicus P
Pollichthys mauli TS
Vinciguerria nimbaria TS
Taaningichthys minimus TS
Diogenichthys atlanticus TS
Benthosema fibulatum P
Benthosema pterotum P
Symbolophorus evermanni TS
Symbolophorus californiensis TS/SA
Myctophum nitidulum TS
Myctophum asperum TS
Notoscopelus caudispinosus TS
Ceratoscopelus warmingii TS
Triphoturus microchir TS
Bregmaceros nectabanus TS
Ruvettus pretiosus P
Nealotus tripes TS
Zoological affinity (TS, tropical-subtropical; TS/SA, transitional
species; W, Wide ranging; P, pseudoceanic)
Table 12 動物地理学的分類による種のタイプ分け
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12
3
4
5
6
7
8
Myctophidae
Gonostomatidae
Gempylidae
Paralepididae
Bregmacerotidae
Microstomatidae
Phosichthyidae
Sternoptychidae
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12
3
4
5
6
Diaphus spp.
Cyclothone sp.1
Symbolophorus californiensis
Benthosema pterotum
Lampanyctus sp.2
Other
Fig. 6 上位5種の総個体数に占める割合
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Fig. 7 種数の経月変化
Fig. 8 個体数の経月変化
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Fig. 9 種数の海域間の比較
Fig. 10 個体数の海域間の比較
TC:Center of Tokyo Bay;TO:Outer part of Tokyo Bay;TM:Mouth of Tokyo Bay;SC:Coastal of Sagami Bay;
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Fig. 15 動物地理学的分類別の種数の経月変化
Fig. 16 動物地理学的分類別の個体数の経月変化
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Fig. 17 動物地理学的分類別の種数の海域間比較
Fig. 18 動物地理学的分類別の個体数の海域間比較
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Fig. 19 黒潮流軸画像
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